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デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義

渡　
　

辺　
　

容
一
郎

Ⅰ
．
は
じ
め
に

Ⅱ
．「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
概
要
と
特
質

Ⅲ
．
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連

Ⅳ
．
む
す
び
に
か
え
て

Ⅰ
．
は
じ
め
に

野
党
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
党
首
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
「
大
き
な
社
会
」（B

ig S
ociety

）
構
想
は
、
二
〇
一
〇
年

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
核
理
念
で
あ
る

（
1
）

。
こ
れ
ま
で
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
（N

ew
 L

abour

）
と

論　

説

七
一
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
九
四
）

の
関
連
性
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
論
、
福
祉
国
家
論
な
ど
の
見
地
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

（
2
）

。

本
稿
は
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
政
治
家
の
政
治
思
想
、
即
ち
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
」

（B
ritish C

onservatism

）
と
の
関
連
性
、
あ
る
い
は
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
と
い
う
見
地
か
ら
再
検
討
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
提
唱
し
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
自
身
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
政
治
家
で
あ
る
以
上
、
そ
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
も
、
イ
ギ

リ
ス
保
守
主
義
の
伝
統
を
何
ら
か
の
形
で
継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

先
ず
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
概
要
と
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
野
党
期
（
二
〇
〇
五
〜
二
〇
一
〇
年
）
お
よ
び
連
立
政
権
期

（
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
五
年
）
に
主
要
演
説
・
文
書
を
通
じ
て
公
表
さ
れ
た
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
関
連
諸
言
説
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
同
時
に
、

「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
す
る
代
表
的
な
見
解
や
評
価
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
言
及
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

さ
ら
に
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
輪
郭
と
そ
の

捉
え
方
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
と
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
と
り
わ
け
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
な
か

で
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
考
察
し
て
い
く
。

Ⅱ
．「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
概
要
と
特
質

そ
も
そ
も
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
描
く
「
大
き
な
社
会
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
社
会
な
の
か
。
そ
し
て
「
大
き
な
社
会
」
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
手
段
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
、
野
党
党
首
時
代
と
首
相
（
連
立
与
党
）
時
代
と
に
区
分
し
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
公
式
演
説
内
容
や
党
政
策
文
書
等
の
時
系

列
的
展
開
を
手
が
か
り
に
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
概
要
と
特
質
を
検
討
す
る
。
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⑴　

二
〇
〇
九
年
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ヤ
ン
グ
記
念
講
演
に
見
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
特
質

キ
ャ
メ
ロ
ン
が
「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
初
め
て
公
式
に
表
明
し
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
〇
日
の
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ヤ
ン
グ
記
念

講
演

（
3
）

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
念
講
演
で
な
さ
れ
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
主
張
を
要
約
す
る
と
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

「
こ
れ
ま
で
労
働
党
政
府
が
主
に
推
進
し
て
き
た
『
大
き
な
政
府
』（big governm

ent

）
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
優
し
さ
や
寛
容
さ
が
人

び
と
か
ら
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
政
府
の
責
任
で
あ
る
。
保
守
党
が
次
期
総
選
挙
で
政
権
を
奪
回
し
た
暁
に
は
、
大
き
な
政
府
の
代
わ

り
に
『
大
き
な
社
会
』
の
構
築
を
目
指
す
。
大
き
な
政
府
の
代
替
物
、
即
ち
大
き
な
社
会
と
い
う
の
は
、
急
に
姿
を
現
わ
す
訳
で
は
な
い
。

先
ず
私
た
ち
が
政
府
の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
、
社
会
を
作
り
直
す
た
め
に
政
府
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
4
）

」

（
傍
線
引
用
者
）。

責
任
野
党
党
首
と
し
て
、
政
府
与
党
を
批
判
す
る
の
は
当
然
の
責
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
代
替
案
の
源
と
し
て
「
大
き
な
社
会
」
と
い

う
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
（narrative （

5
）

）
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
以
後
の
歴
代
保
守
党
党
首

│
メ
ー

ジ
ャ
ー
（John M

ajor

）、
ヘ
イ
グ
（W

illiam
 H

ague

）、
ダ
ン
カ
ン
ス
ミ
ス
（Iain D

uncan S
m
ith

）、
ハ
ワ
ー
ド
（M

ichael H
ow

ard

）

│

と
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
の
〝
違
い
〞
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
期
の
「
政
府
」
主
導
型
貧
困
対
策
等
に
よ
っ
て
人
び
と
の
政
府
依
存
度
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
逆
に
自

己
中
心
主
義
ま
で
蔓
延
っ
て
し
ま
っ
た
。
他
方
で
、
人
び
と
の
責
任
感
や
義
務
感
は
さ
ら
に
弱
ま
り
、
結
果
的
に
貧
困
や
格
差
な
ど
を
拡

大
さ
せ
て
「
社
会
の
破
壊
」
と
い
う
現
状
に
つ
な
が
っ
た

（
6
）

と
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
英
国
民
の
〝
モ
ラ
ル
面
〞
か
ら
見
る
と
、「
大
き

な
政
府
」
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
失
策
だ
っ
た
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
労
働
党
政
府
の
失
策
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
い
か
な
る
代
替
プ
ラ
ン
を
提
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
報
道

に
よ
る
と
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
二
点
に
要
約
で
き
る
。

●　

地
方
の
小
売
店
、
郵
便
局
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
市
民
向
け
施
設
を
充
実
さ
せ
る
。

●　

一
六
歳
以
上
の
人
た
ち
が
地
域
活
動
に
従
事
で
き
る
よ
う
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
」（N

ational C
itizen 

S
ervice

）
を
新
た
に
導
入
す
る
。

そ
し
て
、
今
の
イ
ギ
リ
ス
に
必
要
な
の
は
、bigger governm

ent

で
は
な
くbigger society

で
あ
る
。
今
や
貧
困
と
闘
う
の
は
労

働
党
で
は
な
く
保
守
党
だ
と
力
説
し
て
い
る

（
7
）

。

当
然
の
ご
と
く
、
こ
の
段
階
で
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
い
う
か
総
論
的
内
容
で
あ
り
、
具
体
案
に
乏
し
い
点
は
否
め
な
い
し
、
や
む
を
得
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
記
念
講
演
で
明
ら
か
と
な
っ
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
特
質
と
し
て
、
単
な
る
政
府
与
党
批
判
に
終
始
せ
ず
、

一
九
九
七
年
以
後
の
保
守
党
で
久
し
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
政
権
意
欲
」
や
「
適
応
性
」
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
状
を
「
壊
れ
た
社
会
」
と
認
識
し
た
り
、
そ
の
治
療
法
と
し
て
「
地
域
」
や
「
地
方
」「
市
民
」
な

ど
に
重
点
を
置
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
英
国
民
一
人
ひ
と
り
の
「
生
き
方
」
の
改
善
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

か
つ
て
の
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
倫
理
面
の
変
革
を
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
目
指
し
て
い
る
可
能
性
ま
で
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
講
演
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
が
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
と
も
、
メ
ー

ジ
ャ
ー
時
代
か
ら
ハ
ワ
ー
ド
時
代
ま
で
（
一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
五
年
）
の
保
守
党
と
も
異
な
る
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
キ
ャ
メ
ロ
ン
保

七
一
四
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守
党
が
潜
在
的
政
権
政
党
と
し
て
復
活
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
図
も
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

報
道
に
よ
る
と
、
当
時
労
働
・
年
金
相
だ
っ
た
ク
ー
パ
ー
（Y

vette C
ooper

）
は
、
こ
の
構
想
を
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
へ
の
回
帰
に
過
ぎ

な
い
と
批
判
し
て
い
る

（
8
）

。
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
が
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
再
主
張
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど

論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑵　

二
〇
一
〇
年
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
見
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
具
体
的
内
容

周
知
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
各
党
と
も
総
選
挙
終
了
と
同
時
に
次
期
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
作
成
準
備
を
始
め
る
。
そ
し
て
政
権
を
獲

得
し
て
与
党
と
な
れ
ば
、
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
（
わ
が
国
の
首
相
所
信
表
明
／
施
政
方
針
演
説
に
該
当
す
る
）「
女
王
演
説
」
の
基
本
的
輪
郭

を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
次
期
総
選
挙
に
向
け
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
文
言
と
内
容
は
、
各
党
が
政
策
文
書
の
検
討
と

〝
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
〞
を
重
ね
て
完
成
さ
せ
た
集
大
成
、
換
言
す
れ
ば
党
政
策
の
「
決
定
版
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
度
は
、
二
〇
一
〇
年
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
野
党
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
「
大
き
な

社
会
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

二
〇
一
〇
年
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
は
、
以
下
の
五
大
テ
ー
マ
（
項
目
）
に
区
分
さ
れ
る
。

●　

経
済
を
変
え
る

●　

社
会
を
変
え
る

●　

政
治
を
変
え
る

●　

環
境
を
保
護
す
る

七
一
五
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●　

国
益
を
擁
護
す
る

「
大
き
な
社
会
」
に
関
す
る
具
体
的
な
言
及
は
、
二
つ
目
の
「
社
会
を
変
え
る
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
要
約
し

て
列
挙
す
る
と
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

①
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ら
び
に
根
深
い
社
会
問
題
の
解
決
に
お
い
て
、
社
会
企
業
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

が
主
導
的
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
「
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
銀
行
」（B

ig S
ociety B

ank

）
を
立
ち
上

げ
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
社
会
企
業
等
を
強
化
・
支
援
し
て
い
く
。
こ
の
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
銀
行
の
任
務

は
、
民
間
銀
行
の
休
眠
口
座
か
ら
調
達
し
た
資
金
を
基
金
と
し
て
、
近
隣
集
団
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
、
社
会
企
業
、
そ
の
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
の
設
立
用
・
支
援
用
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

②
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
と
も
言
う
べ
き
慈
善
事
業
に
代
表
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
部
門
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
市
民
社
会
の
復
興
や
再
構
築
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
存
在
だ
と
確
信
す
る
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
部
門
を
も
っ
と
安
心
・
安
定
さ
せ
る
た
め
、
助
成
金
の
公
平

な
扱
い
は
も
ち
ろ
ん
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
競
争
原
理
に
基
づ
く
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

社
会
企
業
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
・
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
部
門
を
通
じ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
促
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
と
も

連
携
し
て
い
く
。

③
保
守
党
の
究
極
的
な
目
標
は
、
大
人
た
ち
全
員
を
近
隣
集
団
の
積
極
的
な
メ
ン
バ
ー
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
地
域
開
発
の
た
め
、

近
隣
集
団
の
立
ち
上
げ
や
そ
の
成
長
を
奨
励
す
る
。
具
体
的
に
は
、
内
閣
府
予
算
を
利
用
し
て
、
近
隣
集
団
の
立
ち
上
げ
に
欠
か
せ

な
い
独
自
の
地
域
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
養
成
す
る
資
金
や
最
貧
地
域
向
け
の
助
成
金
と
す
る
ほ
か
、
以
下
の
こ
と
を
実
施
す
る
。

七
一
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デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
七
九
九
）

●　

公
務
員
の
公
務
を
「
市
民
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
」
に
転
換
す
る
た
め
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
が
公
務
員
に
よ
っ
て
き
ち
ん
と
称
賛

さ
れ
、
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

●　

近
隣
集
団
の
活
動
を
褒
め
称
え
、
積
極
的
な
参
加
を
さ
ら
に
促
す
た
め
、
年
に
一
度
「
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
デ
イ
」
を
設

け
る
。

●　

社
会
企
業
の
支
援
等
に
尽
力
し
た
仲
介
団
体
（interm
ediary bodies

）
に
は
、
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
銀
行
を
通
じ
て
資
金
を

配
分
す
る
。

④
地
元
の
人
も
他
所
か
ら
来
た
人
も
、
当
該
地
域
で
積
極
的
か
つ
責
任
あ
る
市
民
に
な
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ
の
機
会

を
一
六
歳
以
上
の
人
び
と
に
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
不
安
が
残
ら
な
い
よ
う
工
夫
を
続
け
て
い
く

（
9
）

。

以
上
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
、
以
下
の
二
点
が
明
ら
か
と
な
る
。

第
一
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
目
指
し
て
い
る
「
大
き
な
社
会
」
は
、「
大
き
な
政
府
」
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
従
来

的
な
「
小
さ
な
政
府
」
重
視
で
も
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。「
個
々
人
」
そ
の
も
の
を
強
調
す
る
と
い
う
よ
り
は
、「
地
域
・
地
方
・
市
民

社
会
的
諸
集
団
」
の
な
か
で
一
人
ひ
と
り
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任
を
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
や
新
自
由
主
義
等
を
基
調
と
し
た
サ
ッ
チ
ャ
リ

ズ
ム
へ
の
単
純
な
回
帰
・
再
主
張
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

因
み
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
首
相
と
し
て
絶
頂
期
に
あ
っ
た
一
九
八
七
年
に
、（
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
）
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
た
こ

七
一
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と
で
知
ら
れ
て
い
る
。「
社
会
な
ん
て
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の
は
一
人
ひ
と
り
の
男
と
女
、
そ
し
て
家
族
な
の
で
す
（T

here is no 

such thing as S
ociety.  T

here are individual m
en and w

om
en, and are fam

ilies. （
10
）

）」。

第
二
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
通
じ
て
「
政
府
介
入
」
の
あ
り
方
や
「
地
域
・
社
会
」
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
求

め
る
と
同
時
に
、
英
国
民
一
人
ひ
と
り
の
「
生
き
方
」
の
見
直
し
ま
で
求
め
た
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
究
極
的
に
は
「
人
間

（
個
人
）
と
し
て
の
モ
ラ
ル
面
」
も
改
善
さ
れ
た
社
会
。
こ
れ
こ
そ
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
描
く
「
大
き
な
社
会
」
の
理
想
像
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
自
由
競
争
原
理
を
完
全
に
は
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
緊
縮
財
政
時
代
に
相
応
し
い
財
源
確
保
手
段
を
示
し
て
い
る
点

な
ど
も
、
そ
の
特
質
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
意
味
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
再
生
の
み
な
ら
ず
例
え
ば
「
自
助
の
精
神
」
と
い
っ
た
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
的
個
人
主
義
の
価
値
観
復
活
も
目
指
し
た
と
さ
れ
る
そ
の
倫
理
面
に
お
い
て
の
み
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
と
も
一
部
重
な
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
野
党
党
首
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
考
え
て
い
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
当
時
の
労
働
党
政
権
の
政
策
理
念
に
対

抗
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
従
来
の
（
特
に
「
新
自
由
主
義
」
と
「
社
会
保
守
」
と
を
二
本
柱
と
す
る
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
な
）

保
守
党
イ
メ
ー
ジ
、
悪
く
言
え
ば
「
冷
酷
な
党
」（nasty party
）
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
に
加
え
、
次
期
総

選
挙
で
政
権
を
奪
回
す
る
た
め
に
必
要
な
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

⑶　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
お
よ
び
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
見
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
展
開

次
に
、
首
相
（
連
立
与
党
）
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
公
式
に
表
明
し
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
構
想
は
、

「
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
・
ク
レ
ッ
グ
（N

ick C
legg

）
自
民
党
」
連
立
政
権
（
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
五
年
）
の
政
策
理
念
と
し
て
も
位
置
づ
け

七
一
八
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ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
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メ
ロ
ン
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大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
〇
一
）

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
ず
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領

（
11
）

に
お
け
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
一
一
日
の
最
終
合
意
（
連
立
協
定
）
を
受
け
て
、
両
党
党
首
（
首
相
お
よ
び
副
首
相
）

の
連
名
で

│
イ
ギ
リ
ス
で
は
も
ち
ろ
ん
異
例
だ
が

│
総
選
挙
後

・

・

・

・

に
発
表
さ
れ
た
「
連
立
政
権
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
既
述
の
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
以
上
に
詳
細
か
つ
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
が
ち
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
27
．
社
会
活
動
」
と
い
う
小
見
出
し
の
付
い
た
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
す
る
具
体
案
七
つ
を
見
て
み
る
と
、
文
言

や
表
現
が
多
少
変
化
し
て
い
る
だ
け
で
、
前
述
の
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示
さ
れ
た
内
容
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

あ
と
は
、
こ
れ
ら
七
つ
の
具
体
案
の
直
前
に
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
す
る
「
保
・
自
」
連
立
政
権
の
目
標
が
以
下
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

「
今
日
イ
ギ
リ
ス
が
直
面
し
て
い
る
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
難
題
に
取
り
組
む
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
の
は
、
市
民
社
会
の
刷
新

と
市
民
社
会
へ
の
熱
意
で
あ
る
。
社
会
的
責
任
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
慈
善
事
業
を
支
援
・
奨
励
す
る
た
め
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
と

同
時
に
、
人
び
と
が
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
よ
り
良
く
し
た
り
助
け
合
っ
た
り
す
る
際
に
、
も
っ
と
容
易
に
連
携
で
き
る
よ
う
改
善
し

て
い
く

（
12
）

」。

そ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
る
具
体
的
か
つ
公
的
な
試
み
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公

開
さ
れ
た‘B

uilding the B
ig S

ociety ’

の
内
容
を
若
干
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

同
文
書
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
い
う
よ
り
イ
ギ
リ
ス
政
府
・
連
立
政
権
と
し
て
の
立
場
か
ら
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
多
少
詳

し
く
説
明
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
先
ず
「
大
き
な
社
会
」
の
「
社
会
」
と
は
、「
日
常
生
活
の
大
部
分
を
占
め
る

七
一
九
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五
年
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月
）

（
八
〇
二
）

家
族
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
近
隣
住
民
と
の
付
き
合
い
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
通
じ
て
構
成
さ
れ
た
社
会
を
指
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、「
も
っ
と
大
き
く
て
力
強
い
」（bigger and stronger

）
社
会
の
構
築
を
連
立
政
権
は
望
ん
で
い
る
と
し
た
う
え
で
、
イ
ギ
リ

ス
が
直
面
す
る
難
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
人
び
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
も
っ
と
力
と
チ
ャ
ン
ス
と
責
任
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
方
政
府
の
連
携
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
権
限
と
情
報
を
こ
れ
ら
に
認
め
る

こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
大
き
な
社
会
」
は
実
現
で
き
る

（
13
）

と
説
く
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
保
守
党
と
自
民
党
と
の
間
で
合
意
に
至
っ
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
目
標
な
ら
び
に
諸
改
革
・
諸
政
策
）

の
包
括
的
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
同
文
書
で
は
、
以
下
の
五
つ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
っ
と
力
を
与
え
る
。

二
．
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
も
っ
と
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
奨
励
し
て
い
く
。

三
．
地
方
分
権
を
実
現
し
て
い
く
。

四
．
協
同
組
合
・
互
助
団
体
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
・
社
会
企
業
を
支
援
し
て
い
く
。

五
．
政
府
所
有
デ
ー
タ
の
公
表
を
一
層
進
め
て
い
く

（
14
）

。

こ
れ
ら
五
つ
を
見
る
限
り
、「（
中
央
）
政
府
」
で
も
「
市
場
」
で
も
な
く
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
は
じ
め
「
地
方
」「
協
同
組
合
」「
互

助
団
体
」「
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
」「
社
会
企
業
」
あ
る
い
は
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
な
ど
、
両
者
の
中
間
に
位
置
す
る
地
域
社
会
・
社
会
集
団
の
な
か

で
、
そ
れ
ら
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
関
与
す
る
よ
う
「
個
人
」
の
意
識
や
政
治
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
。
こ
れ
こ
そ
「
大
き

な
社
会
」
構
想
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

七
二
〇



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
〇
三
）

さ
ら
に
こ
れ
ら
五
つ
を
見
て
い
く
と
、
前
述
し
た
野
党
時
代
の
演
説
や
文
書
な
ど
に
比
べ
て
、
そ
の
中
身
が
多
少
具
体
化
さ
れ
た
感
も

あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
具
体
策
の
骨
子
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
．
当
該
地
域
住
民
の
意
思
を
重
視
し
て
都
市
計
画
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
権
限
を
増
大
し
て

若
手
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
育
成
し
た
り
、
近
隣
団
体
の
創
設
を
支
援
し
た
り
し
て
い
く
。

二
．
前
述
の
「
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
デ
イ
」
や
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
す
る
。

三
．
地
方
政
府
の
財
政
的
自
立
を
促
進
し
て
、
地
方
議
会
の
競
争
力
と
権
限
を
強
化
す
る
。

四
．
こ
れ
ら
諸
団
体
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
運
営
関
与
を
支
援
し
、
公
共
部
門
従
業
員
主
体
の
協
同
組
合
設
立
権
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
権

を
認
可
し
、
前
述
し
た
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
銀
行
を
設
立
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
諸
団
体
向
け
資
金
提
供
を
実
施
し
、「
デ
ー

タ
権
」
を
認
め
る
こ
と
に
伴
う
情
報
公
開
と
そ
の
活
用
を
促
進
し
、
そ
し
て
地
域
犯
罪
デ
ー
タ
の
公
表
を
警
察
に
義
務
づ
け
て
、

犯
罪
防
止
実
績
に
関
す
る
警
察
の
説
明
責
任
を
明
確
に
す
る

（
15
）

。

こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
方
、
社
会
企
業
等
へ
の
）
権
限

移
譲
、
そ
れ
に
伴
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
充
実
化
、
社
会
活
動
に
関
す
る
人
材
活
用
と
育
成
、
情
報
公
開
と
説
明
責
任
の
強
化
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
に
対
す
る
人
び
と
の
意
識
改
革
、
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
こ
れ
ら
は
、
政
府
負
担
の
軽
減
、
即
ち

「
労
働
党
政
権
時
代
に
見
ら
れ
た
積
極
的
財
政
出
動⇒

財
政
悪
化
」
批
判
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
官
僚
主
義
批
判
と
も
表
裏
一
体
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
政
府
や
市
場
以
外
の
地
域
・
集
団
等
を
重
視
す
る
と
い
う
意
味
で
、
い
わ

ば
「
大
き
な
政
府
」
に
依
存
し
な
い
「
新
し
い
社
会
」
創
り
の
構
想
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
期
の

七
二
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「
負
の
遺
産
」
を
処
理
す
る
と
同
時
に
、「
新
し
い
」
保
守
党
と
し
て
、
従
来
と
は
異
な
る
代
替
案
を
提
示
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

⑷　

二
〇
一
〇
年
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
演
説
に
お
け
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
評
価

最
後
に
、
首
相
就
任
か
ら
二
か
月
後
の
二
〇
一
〇
年
七
月
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
で
行
っ
た
演
説
に
基
づ
い
て
「
大
き
な
社

会
」
構
想
の
内
容
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
同
演
説
に
対
す
る
評
価
・
反
応
な
ど
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
同
演
説
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の

報
道
な
ど
に
よ
り
、
一
般
に
「
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
開
始
演
説

（
16
）

」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

同
演
説
に
お
け
る
主
張
の
骨
子
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●　

様
々
な
団
体
が
郵
便
局
や
図
書
館
、
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
た
り
、
住
宅
計
画
を
立
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

●　

財
政
赤
字
削
減
は
自
分
の
義
務
で
あ
る
。
同
時
に
、
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
っ
と
多
く
の
自
己
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
は
、

二
〇
〇
五
年
に
保
守
党
党
首
に
就
任
し
て
以
来
強
調
し
て
き
た
哲
学
で
も
あ
る
。

●　
「
大
き
な
社
会
」
実
現
の
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
と
し
て
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル

（
17
）

、
カ
ン
ブ
リ
ア
州
イ
ー
デ
ン
・
ヴ
ァ
リ
ー
、

ウ
ィ
ン
ザ
ー
＆
メ
イ
デ
ン
ヘ
ッ
ド
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
市
サ
ッ
ト
ン
区
、
合
計
四
つ
の
地
域
を
指
定
す
る
。

●　

こ
れ
ら
の
計
画
を
通
じ
て
、「
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
」
か
ら
「
街
を
歩
く
男
女
」
へ
、
最
大
限
か
つ
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
力
が
再
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●　

私
た
ち
が
必
要
と
す
る
の
は
、
大
き
な
社
会
の
構
築
に
役
立
つ
政
府
で
あ
る
。

●　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
今
後
予
定
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
支
出
大
幅
削
減
の
「
穴
埋
め
」
的
代
替
案
で
は
な
い

（
18
）

。 七
二
二
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「
大
き
な
社
会
」
を
構
築
す
る
た
め
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
を
具
体
的
に
四
つ
示
し
た
こ
と
を
除
け
ば
、
こ
れ
ま
で
の
演
説
や
文
書
に
見

ら
れ
る
内
容
と
さ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
政
府
の
財
政
赤

字
大
幅
削
減
に
伴
う
支
出
カ
ッ
ト
の
代
替
案
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
、
ど
う
し
て
も
払
拭
で
き
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
や
労
働
党
な
ど
が
懸
念
し
て
い
る
よ
う
に
、
保
守
党
が
主
張
し
て
き
た
「
経
済
成
長
よ
り
も
債
務
削
減
を

優
先
す
る
」
財
政
緊
縮
策
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想
が
、
果
た
し
て
両
立
可
能
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
当
然
生
じ
て
く
る
。
実
際
、
上
述

し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
の
な
か
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
資
金
な
ど
を
（
中
央
お
よ
び
地
方
）
政
府
か
ら
の
補
助
金
に
大
き
く
依

存
す
る
自
治
体
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
に
よ
る
支
出
削
減
の
煽
り
を
受
け
て
、
肝
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
資
金
が
不
足

す
る
事
態
ま
で
生
じ
た
地
域
も
あ
る
と
い
う
〔
註（
17
）を
参
照
〕。

一
連
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
賛
否
両
論
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
協
議
会
（the N

ational C
ouncil for 

V
oluntary O

rganisations

）
は
、
こ
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
『
理
念
』
に
関
し
て
は
歓
迎
し
て
い
る
も
の
の
、
従
来
以
上
に
責
任
が

伴
う
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
予
算
面
な
ど
の
『
現
状
』
に
つ
い
て
は
、
多
少
懸
念
も
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
労
組
幹
部
は
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
は
き
ち
ん
と
確
立
さ
れ
た
規
定
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
所
定
の
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
。
政
府
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
手
抜
き
を
す
る
た
め
、
こ
う
い
う
プ
ラ
ン
を
出
し
た
だ
け
で
は
な
い
か
と
批
判
し
て
い
る

（
19
）

。

さ
ら
に
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連
や
、
そ
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
」
と
い
う
本
稿
の
テ
ー
マ
と
最
も
関
係
の
深
い
批
評
・
指
摘

は
、
当
時
影
の
閣
僚
だ
っ
た
労
働
党
の
ジ
ョ
エ
ル
（T

essa Jow
ell

）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
女
に
よ
る
と
、
こ
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
演
説

は
「
労
働
党
政
府
が
既
に
実
行
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
か
け
て
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
地
方
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
通
じ
て
わ
が
党
の
仕
事
を
継
続
す
る
と
し
た
連
立
政
権
の
決
断
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
歓
迎
す
る
。
し
か
し
、
か
か

七
二
三
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る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
資
金
や
資
源
が
豊
富
か
否
か
に
よ
っ
て
そ
の
実
現
も
左
右
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
連
立
政
権
に
よ
る
大
幅
な
公
共

支
出
削
減
を
通
じ
て
市
民
社
会
が
『
よ
り
大
き
く
』
な
る
か
ど
う
か
は
極
め
て
怪
し
い

（
20
）

」
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
し
て
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
性
は
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ュ
ー
レ
ー

バ
ー
と
の
一
部
類
似
性
と
い
う
見
地
か
ら
、
今
後
の
実
際
的
展
開
や
そ
の
成
否
な
ど
を
さ
ら
に
考
察
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
言
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
描
い
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
要
素
の
一
部
（
特
に
緊
縮
・
自
由
競
争
原
理
の

是
認
、
人
び
と
の
生
き
方
・
意
識
も
し
く
は
価
値
観
を
変
え
よ
う
と
す
る
試
み
）
と
、
若
干
の
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
的
要
素
（
と
り
わ
け
地
方
分
権
の

重
視
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
、
批
判
も
含
め
て
継
承
す
る
と
同
時
に
、
潜
在
的
政
権
政
党
と
し
て
保
守
党
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と

を
有
権
者
に
示
す
代
替
的
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
と
し
て
の
役
割
も
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
具
体
的
成
果
に
つ
い
て
の
評
価

や
、
と
り
わ
け
財
源
に
関
す
る
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、「
政
府
」
や
「
市
場
」
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
社
会
」
の
役

割
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
構
想
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
同
構
想
は
、
複
雑
か
つ
多
様
化
し
た
二
一
世
紀
型
社
会
に
相

応
し
い
「
個
人
と
政
府
の
あ
り
方
に
関
す
る
哲
学
」
と
い
う
側
面
も
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
．
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連

既
述
の
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
要
素
も
一
部
見
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
「
大
き

な
社
会
」
構
想
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
度
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
明
す
る
た
め
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
の
特
質
、
そ
し
て
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
全
体
像
や
基
本

七
二
四
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的
性
格
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

⑴　

キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想

サ
ッ
チ
ャ
ー
以
後
の
歴
代
保
守
党
党
首
の
な
か
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
ほ
ど
様
々
な
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
党
首
は
、
お
そ
ら
く
い
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
こ
れ
ま
で
の
代
表
的
な
言
説
を
手
が
か
り
と
し
て
、
最
新
の
研
究
成
果
も
踏
ま
え
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主

義
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
紙
幅
の
関
係
で
そ
の
全
て
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
に
関
す
る

先
行
研
究
で
比
較
的
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
（
主
に
党
首
就
任
後
の
）
代
表
的
諸
言
説
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

●　
「
私
と
し
て
は
、
現
代
的
で
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
（m

odern com
passionate C

onservatism （
21
）

）
を
、
わ
が
国
に
提
供
し
た
い
。

今
の
時
代
、
今
の
わ
が
国
に
相
応
し
い
の
が
そ
れ
だ
か
ら
で
あ
る
」（
二
〇
〇
五
年
保
守
党
党
首
選
挙
、
当
選
受
諾
演
説
）

●　
「
私
は
ブ
レ
ア
の
後
継
者
だ
」（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
三
日
、
各
紙
論
説
委
員
へ
の
書
簡
）

●　
「
わ
が
党
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
政
治
的
に
成
功
す
る
た
め
勝
ち
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
地
盤
が
一
目
瞭
然
と
な
る
。
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ン
ド
（the centre ground （

22
）

）
が
そ
れ
だ
」（
二
〇
〇
六
年
ボ
ー
ン
マ
ス
で
の
党
首
演
説
）

●　
「
か
つ
て
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
は
、
教
育
、
教
育
、
教
育
と
、
同
じ
言
葉
を
三
回
使
っ
て
そ
の
優
先
す
べ
き
政
策
を
説
明
し
た
。
私

の
場
合
、
そ
れ
に
該
当
す
る
言
葉
は
Ｎ
Ｈ
Ｓ
で
あ
る
」（
同
上
）

●　
「
か
つ
て
保
守
党
と
自
民
党
と
の
間
で
合
意
で
き
な
か
っ
た
諸
問
題
、
即
ち
地
方
分
権
、
イ
ラ
ク
問
題
、
そ
し
て
環
境
問
題
に
つ

い
て
、
今
で
は
両
党
と
も
合
意
に
至
っ
て
い
る
。
私
は
リ
ベ
ラ
ル
な
保
守
主
義
者
（a liberal C

onservative

）
だ
」（
二
〇
〇
六
年

七
二
五
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二
月
七
日
、D

unferm
line and W

est F
ife

補
欠
選
挙
で
の
選
挙
区
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

●　
「
わ
れ
わ
れ
の
哲
学

│
リ
ベ
ラ
ル
な
保
守
主
義

│
は
、
わ
が
国
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
難
題
に
対
す
る
応
え
な
の
で
あ
る
。

現
代
的
で
、
穏
健
な
保
守
党
（the m

odern, m
oderate C

onservative P
arty

）
に
は
、
こ
の
哲
学
を
信
じ
る
全
て
の
人
が
待
ち
望

ん
で
い
た
居
場
所
が
あ
る
」（
二
〇
〇
七
年
バ
ー
ス
演
説

（
23
）

）

か
よ
う
な
諸
言
説
に
加
え
、
主
な
キ
ャ
メ
ロ
ン
演
説
で
表
明
さ
れ
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
通
じ
る
言
説
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
挙

げ
て
お
き
た
い
。

●　
「
善
と
悪
、
こ
う
し
た
言
葉
の
使
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
個
人
責
任
の
否
定
、
そ
し
て
道
徳
的
選
択
と
い
う
観
念
の
否
定
に
つ

な
が
る
。
…
…
わ
が
国
の
壊
れ
た
社
会
を
修
繕
し
、
強
い
社
会
を
構
築
す
る
の
に
必
要
な
価
値
は
、
家
庭
や
家
族
の
な
か
で
教
え

て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
」（
二
〇
〇
八
年
グ
ラ
ス
ゴ
ー
「
壊
れ
た
社
会
」
演
説
）

●　
「
私
自
身
の
、
そ
し
て
保
守
党
の
主
要
任
務
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
経
済
面
で
見
せ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
改
革
を
社

会
面
で
も
行
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」（
二
〇
〇
八
年
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
党
大
会
党
首
演
説
）

●　

こ
れ
は
厳
し
く
厄
介
な
仕
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
連
立
政
権
と
し
て
は
、
何
に
で
も
挑
戦
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。
そ
れ
で
も
私
は
、

家
族
の
再
建
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
、
と
り
わ
け
英
国
民
の
責
任
感
の
再
建

│
こ
う
し
た
価
値
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、
強
く

て
安
定
し
た
政
府
を
皆
と
一
緒
に
つ
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
」（
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
勝
利
演
説

（
24
）

）（
傍
線
引
用
者
）

以
上
の
諸
言
説
を
見
て
も
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
特
徴
の
一
部
や
若
干
の
ニ
ュ
ー
レ
ー

バ
ー
的
要
素
が
そ
れ
な
り
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
諸
言
説
を
総
合
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
を
要
約
す
る
な
ら
、
さ
し
あ
た
り
「
自
民
党
と
の
政
策
協
力
も

七
二
六



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
〇
九
）

視
野
に
入
れ
た
、
現
代
的
か
つ
穏
健
な
中
道
路
線
を
目
指
す
リ
ベ
ラ
ル
な
保
守
主
義
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
既
述
の
よ
う
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
自
由
競
争
原
理
や
「
善
・
悪
」
と
い
う
価
値
観
に
加
え
、「
家
庭
や
家
族
」
の
役
割
も

そ
れ
な
り
に
重
視
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
新
自
由
主
義
と
社
会
保
守
」
を
基
調
と
す
る
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
価
値
観
を
完
全
に
否
定

し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
価
値
観
を
若
干
備
え
な
が
ら
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
も
異
な
る
独
自
の
保
守
主
義
を
模
索

し
て
い
た
（
あ
る
い
は
模
索
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
そ
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
を
結
び
つ
け
る
一

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
上
記
の
「
現
代
的
で
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」
だ
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
具
体
的
な
政
策
目
標
は
、

二
〇
〇
六
年
の
時
点
で
、
既
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
25
）

。
具
体
的
に
は
、
①
「
政
府
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
と
い
う
よ
り
、
政
府
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
拡
充
、
民
間
部
門
等
へ
の
関
与
も
視
野
）」（
傍
線
引
用
者
）、
②

「
富
裕
層
で
は
な
く
、
恵
ま
れ
な
い
人
び
と
を
手
助
け
す
る
た
め
の
政
策
作
り
」、
③
「
地
方
分
権
の
充
実
化
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
限
り
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
の
い
わ
ば
中
核
を
成
す
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
あ
る
い
は
政
策
理
念
と

し
て
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
保
守
党
の
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
し
、
党
「
現
代
化
」（m

odernisation （
26
）

）
を
実
現
す
る
う
え
で
も
、
そ
れ
は
必
要

不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
は
、
一
定
の
関
連
性
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

⑵　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
基
本
的
性
格

だ
と
す
れ
ば
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
関
連
の
あ
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
は
、
と
り
わ
け
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
全
体
の
な
か

で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

七
二
七



政
経
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
一
〇
）

こ
の
点
に
つ
い
て
解
明
す
る
た
め
、
先
ず
、
標
準
的
な
政
治
学
テ
キ
ス
ト
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
何
度
も
版
を
重
ね
て
き
た

D
evelopm

en
ts in

 B
ritish

 P
olitics

シ
リ
ー
ズ
の
パ
ー
ト
4
で
編
著
者
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
（P

atrick D
unleavy

）
が
示
し
て
い
る
、「
戦

後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
」
の
基
本
的
輪
郭
モ
デ
ル
（
以
下
、
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
・
モ
デ
ル
）
の
内
容
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。　

❶　

ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
・
モ
デ
ル
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想

ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
、「
国
民
国
家
志
向⇔

個
人
主
義
志
向
」
な
ら
び
に
「
平
等
（
政
府
介
入
）
志
向

⇔

不
平
等
（
自
由
放
任
）
志
向
」
と
い
う
二
つ
の
尺
度
を
基
軸
と
し
て
、
図
1
の
と
お
り
四
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
分
類
法
に
基
づ
く
保
守
主
義
者
へ
の
「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」
は
、
二
〇
世
紀
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
理
解
す
る
う
え
で

は
、
そ
れ
な
り
に
相
応
し
い
伝
統
的
な
手
法
だ
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
・
モ
デ
ル
に
従
う
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
な
ら
び
に
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
ど
こ
に
も

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
四
つ
の
う
ち
、
最
も
そ
れ
に
近
い
立
場
と
思
わ
れ
る
の
が
「
③
ト
ー
リ
ー
・
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー

ト
」（T

ory T
echnocrats

）
で
あ
ろ
う
。
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
タ
イ
プ
の
保
守
主
義
者
に
は
、
現
在
で
は
「
党
内
絶
滅
危

惧
種
」
と
も
言
う
べ
き
「
親
欧
州
派
」
の
ヒ
ー
ス
（E

dw
ard H

eath

）
元
首
相
や
、
か
つ
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
後
継
党
首
最
有
力
候
補
で
も

あ
っ
た
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
（M

ichael H
eseltine

）
な
ど
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
ト
ー
リ
ー
・
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
」
は
、
福
祉
国
家
を
現
代
社
会
に
不
可
避
な
従
属
物
と
捉
え
た
う
え
で
、
効
率
的
経

済
発
展
の
促
進
を
通
じ
て
国
民
生
活
の
様
々
な
側
面
を
指
導
す
る
の
が
政
府
の
基
本
的
な
仕
事
だ
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
労
使
関
係
の
再

構
築
や
諸
制
度
の
再
組
織
化
を
目
標
と
す
る
保
守
主
義
者
と
も
さ
れ
て
い
る

（
27
）

。
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
「
思
い
や
り
の
あ
る
」
保
守
主
義
を
確
か

に
掲
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
従
来
的
な
中
央
政
府
、
即
ち
福
祉
国
家
（
大
き
な
政
府
）
に
全
面
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
。

七
二
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ー
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ッ
ド
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ロ
ン
の
「
大
き
な
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会
」
構
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と
イ
ギ
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ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
一
一
）

そ
れ
ゆ
え
、
一
部
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
と
は
い
え
、「
新
自
由
主
義

と
社
会
リ
ベ
ラ
ル
、
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
」
な
ら
び
に
「
保
守
党
現

代
化
」
を
標
榜
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
を
従
来
型
ト
ー
リ
ー
・
テ
ク

ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
は
、
基
本
的
に
難
し
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
古
典
的
な
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
・
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
分
類
法
、

換
言
す
れ
ば
二
〇
世
紀
末
〜
二
一
世
紀
初
頭
の
現
代
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義

を
理
解
す
る
の
に
相
応
し
い
別
の
モ
デ
ル
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
こ

で
は
、
も
う
一
つ
の
分
類
法
と
し
て
、
政
治
学
者
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
（K

evin 

H
ickson

）
が
示
し
た
モ
デ
ル
（
以
下
、
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
）
に
従
い
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
枠

組
み
の
な
か
で
捉
え
直
し
て
み
よ
う
。

❷　

ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
に
見
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
キ
ャ
メ
ロ

ン
保
守
主
義

歴
史
的
に
見
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
政
治
家
た
ち
は
、
特
定
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
遂
行
す
る
こ
と
よ
り
も
総
選
挙
で
の
勝
利
を
、
言
い
換

え
れ
ば
単
独
で
の
政
権
獲
得
を
重
視
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ギ
リ
ス

図 1　戦後「イギリス保守主義」の 4類型（ダンリーヴィー・モデル）

④〔自由市場主義者〕③〔トーリー・テクノクラート〕

①〔トーリー・パターナリスト〕 ②〔伝統的極右〕

「国民国家的保守主義」

「個人主義的保守主義」

「左派」（福祉国家を受容） 「右派」（個々人の不平等を受容）

出典： P. Dunleavy et al.（eds.）, Developments in British Politics 4, 1993, p.127

の図 6 － 1 に基づき筆者作成。
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巻
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〇
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五
年
九
月
）

（
八
一
二
）

保
守
主
義
を
「
単
一
の
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
相
反
す
る
コ
ア
・
ア
イ
デ
ア
や
複
数
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
ど
を
多
数
抱
え
た
「
流
動
的
複
合
体
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
も
、
保
守
主
義
に
関

す
る
単
一
の
解
釈
は
存
在
し
な
い
が
、
様
々
な
保
守
主
義
者
を
結
び
つ
け
る
共
通
原
理
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
平
等
と
い
う
理
念

に
対
す
る
懐
疑
」、
換
言
す
れ
ば
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
不
平
等
を
是
認
す
る
思
考
や
態
度
」
に
求
め
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る

（
28
）

。

そ
の
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
を
四
つ
指
摘
し
た
（
図
2
を
参
照
）。
横
軸
は
、「
大
き
な

政
府
（
介
入
）
志
向
の
ワ
ン
・
ネ
ー
シ
ョ
ン⇔

小
さ
な
政
府
（
非
介
入
）
志
向
の
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
従
来
的
な
尺

度
と
言
え
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
比
較
の
対
象
と
な
る
も
う
一
つ
の
軸
を
、
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
が
示
し
た
よ
う
な
「
国
民
国
家
的
保
守

主
義⇔

個
人
主
義
的
保
守
主
義
」
で
は
な
く
、「
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
（T

raditional T
oryism

）⇔

セ
ン
タ
ー
（C

entre

）」
に
区
分

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
説
明
し
て
い
る

（
29
）

点
で
あ
る
。

「
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
」
も
「
セ
ン
タ
ー
」
も

│
も
ち
ろ
ん
「
ワ
ン
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
も
「
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
」
も

│
「
個
人
の

自
由
」
を
尊
重
す
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
個
人
の
自
由
に
対
す
る
「
位
置
づ
け
」、
あ
る
い
は
個
人
の
自
由
を
擁
護
す
る
「
方
法
」
と
い

う
点
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
両
者
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
自
由
に
関
す
る
「
伝
統
的
ネ
ー
シ
ョ
ン
重
視

（
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
）⇔

市
民
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
重
視
（
セ
ン
タ
ー
）」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
、
前
者
を
好
戦
的
か

つ
「
垂
直
型
」
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
見
る
な
ら
ば
、
後
者
は
和
解
的
で
「
水
平
型
」
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
の
ほ
う
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
保
守
党
内
で
顕
著
と
な
っ
た
「
反
欧
州
派
（
現
在
の
ハ
ー
ド

な
欧
州
懐
疑
派
）
対
か
つ
て
の
親
欧
州
派
（
現
在
の
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
派
も
含
む
）」
あ
る
い
は
「
社
会
保
守
対
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
と

七
三
〇



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
一
三
）

い
っ
た
保
守
党
内
対
立
・
論
争
の
基
本
的
図

式
を
、
よ
り
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
戦

後
と
い
う
よ
り
二
一
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ

ス
保
守
主
義
の
変
化
や
流
動
性
に
つ
い
て
も
、

こ
の
モ
デ
ル
を
用
い
れ
ば
的
確
に
把
握
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
現
代
的
で
思
い
や
り

の
あ
る
、「
新
自
由
主
義
的
か
つ
社
会
リ
ベ

ラ
ル
で
、
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
」
を
そ

の
特
質
と
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
、

そ
れ
と
の
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
「
大
き

な
社
会
」
構
想
は
、「
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心

と
し
た
空
間
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
（
図
2
を
参
照
）。

そ
こ
で
最
後
に
、
戦
後
（
現
代
）
イ
ギ
リ

図 2　戦後「イギリス保守主義」の 4類型（ヒックソン・モデル）

伝統的トーリー主義

●伝統的社会構造における個人の自由

●個人に対する不干渉と最小国家

●イングリッシュネスを中心としたナショナル・アイデンティティ

●牧歌的側面と好戦的側面

●効率と自由

●国家介入批判ほか

●コミュニティと個人の自由との関連を重視

●公共サービス改革

●党内対立の融和

●プラグマティックな態度と党への忠誠

●自由市場主義と介入主義

●ディズレーリ的理念

●社会問題に対する国家介入

●思いやりのある保守主義

ワン・ネーション ニューライト

センター

サッチャーの保守主義

キャメロンの保守主義

●…各々の中核を成す理念

出典： K. Hickson, The Political Thought of the Conservative Party since 1945,

2005, pp.2-4の内容を参考に筆者作成。
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ス
保
守
主
義
に
お
け
る
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
立
場
の
特
質
や
そ
の
変
容
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と

「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑶　

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
の
政
治
思
想
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想

❶　

マ
ー
ク
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
所
論
に
見
る
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
の
特
質

現
代
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
保
守
党
研
究
者
ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
、「
セ
ン
タ
ー
」（
中
間
派
／
中
道
派
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
保

守
主
義
者
と
そ
の
思
想
は
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
さ
え
無
視
さ
れ
て
き
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

「
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
保
守
主
義
者
の
場
合
、
と
り
わ
け
党
内
右
派
議
員
の
よ
う
に
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（ginger 

groups

）
を
積
極
的
に
形
成
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

（
30
）

。
ま
た
、
彼
ら
は
党
内
左
派
・
右
派
ど
ち
ら
と
も
取
れ

る
政
策
的
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
様
々
な
「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」
が
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
比
較
的
確
認
し
に
く
い
存

在
だ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
は
、
文
字
ど
お
り
「
保
守
党
内
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
中
間
に
自
ら

の
思
想
的
立
脚
点
を
置
く
保
守
主
義
者
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
31
）

。

こ
の
比
較
的
捉
え
に
く
い
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
保
守
党
が
政
権
に
復
帰
し
た
り
政
権
を
長
期
間
安
定
さ

せ
た
り
す
る
の
に
不
可
欠
な
議
員
集
団
と
し
た
う
え
で
、「
新
・
旧
」
二
つ
の
異
な
る
見
方
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
先
ず
、「
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
保
守
主
義
者
は
、
役
職
や
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拘
ら
ず
、
議

員
と
し
て
党
や
公
共
へ
の
奉
仕
を
最
優
先
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
型
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
だ
と
す
る
見
方
が
そ
れ
で

あ
る
。「
セ
ン
タ
ー
」
の
「
旧
タ
イ
プ
」
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
二
つ
目
の
見
方
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
目
立

七
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つ
よ
う
に
な
っ
た
「
新
タ
イ
プ
」
の
「
セ
ン
タ
ー
」
議
員
た
ち
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
よ
り
ヒ
ー
ス
を
支
持
す
る
よ
う

な
「
穏
健
派
」、
あ
る
い
は
妥
協
や
合
意
を
重
視
す
る
戦
後
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
支
持
者
た
ち
に
多
く
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
だ
と
い
う
。
そ
れ

ゆ
え
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
に
は
、
彼
女
か
ら
「
目
の
敵
」
に
さ
れ
る
議
員
も
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
32
）

。

ガ
ー
ネ
ッ
ト
が
分
析
の
対
象
と
し
た
「
セ
ン
タ
ー
」
保
守
主
義
者
の
共
通
点
と
し
て
、
以
下
の
特
質
が
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
「
新
・

旧
」
両
タ
イ
プ
と
も
、
保
守
党
サ
ッ
チ
ャ
ー
路
線
の
支
持
者
な
ど
に
比
べ
る
と
、（
理
由
や
背
景
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
）
特
定
の
「
ド
グ
マ
」

や
「
ド
ク
ト
リ
ン
」、
あ
る
い
は
党
首
の
掲
げ
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
そ
れ
ほ
ど
執
着
し
な
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の

代
わ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
当
然
の
統
治
政
党
」（the natural party of governm

ent

）
た
る
保
守
党
の
一
員
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に

対
応
し
た
り
、「
党
首
」
よ
り
「
党
」
に
忠
誠
を
示
し
た
り
す
る
な
ど
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
以
上
に
何
ら
か
の
「
エ
ト
ス
」
の
ほ
う
を
重
視

す
る
点
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ガ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
指
摘
に
よ
る
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
「
分
極
化
」
か
ら
「
画
一
化
」
の
方
向
に
向
か
っ
た
（
相
対
的
に
右
傾
化
し

た
）
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
、「
新
タ
イ
プ
」
の
「
セ
ン
タ
ー
」
保
守
主
義
者
は
〝
圧
迫
〞
さ
れ
続
け
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
ポ
ス
ト
・
サ
ッ

チ
ャ
ー
時
代
（
一
九
九
〇
年
代
以
降
）
に
メ
ー
ジ
ャ
ー
党
首
の
下
で
再
結
集
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
、
二
〇
〇
一
年
当
時
に
お
い
て
も
混
乱

状
態
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（
33
）

。
こ
う
し
た
状
況
は
、
二
〇
〇
五
年
キ
ャ
メ
ロ
ン
新
党
首
選
出
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
、
紙
幅
や
本
稿
の
主
題
と
の
関
係
上
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

❷　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
モ
ー
ド
の
所
論
に
見
る
「
セ
ン
タ
ー
」
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
の
関
連
性

ヒ
ッ
ク
ソ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
研
究
書
で
は
、
当
時
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
同
じ
党
内
「
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」
議
員
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首

下
で
党
幹
事
長
も
務
め
た
モ
ー
ド
（F

rancis M
aude

）
が
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
の
立
場
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
モ
ー
ド

七
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の
主
張
は
「
セ
ン
タ
ー
」
保
守
主
義
者
の
み
な
ら
ず
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
立
場
も
代
弁
し
た
内
容
、
も
し
く
は
そ
れ
に
か
な
り
近
い
見
解
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

モ
ー
ド
に
よ
る
と
、
今
日
（
二
〇
〇
一
年
当
時
）、
二
大
政
党
間
の
違
い
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
た
め
、「
左
・
右
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
対
立
軸
で
政
治
家
の
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
労
働
党
を
念
頭
に
置
い
て
保
守
党

の
立
場
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、
二
一
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
保
守
党
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
わ
が
党
の
方
向
性

を
定
め
て
い
く
べ
き
だ
と
訴
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
保
守
党
が
今
後
採
る
べ
き
道
と
し
て
は
、
労
働
党
と
の
政
策
的
違
い
を
明
確
に
打

ち
出
そ
う
と
す
る
路
線
も
、
伝
統
的
中
間
層
を
取
り
込
も
う
と
す
る
戦
略
も
、
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
る
と
モ
ー
ド
は
主
張
す
る
。
要
す

る
に
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
課
題
が
常
に
揺
れ
動
い
て
い
く
可
能
性
を
正
し
く
理
解
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
有
権
者
に
ど
の
よ
う
な
ア

ピ
ー
ル
を
す
べ
き
か
自
ず
と
分
か
っ
て
く
る
筈
だ
と
言
う
の
で
あ
る

（
34
）

。

で
は
、
二
一
世
紀
の
保
守
党
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
二
〇
〇
一
年
当
時
の
段
階
で
、
モ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。
政
治

家
が
機
能
低
下
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
い
方
法
で
国
民
に
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
自
分
が
他
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
に
何
を

な
す
べ
き
か
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
国
家
的
集
産
主
義
に
反
対
す
る
保
守
主
義
者
と
し
て
「
個
人
の
自
由
」
を
尊
重
す

る
の
は
当
然
だ
が
、
保
守
党
と
し
て
尊
重
す
べ
き
は
、
自
己
中
心
的
な
利
己
主
義
で
は
な
く
、「
個
人
の
選
択
の
自
由
、
個
人
と
し
て
の

責
任
感
、
そ
し
て
自
分
と
そ
の
周
囲
の
人
び
と
の
人
生
を
個
性
豊
か
な
も
の
に
で
き
る
一
人
ひ
と
り
の
能
力

（
35
）

」
だ
と
す
る
。

そ
う
し
た
見
解
を
踏
ま
え
た
う
え
で
モ
ー
ド
は
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
極
め
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
々
長

く
な
る
が
引
用
す
る
。

「
で
も
、
日
常
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
て
い
る
こ
と
の
大
半
は
集
団
を
通
じ
て

│
家
庭
、
職
場
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
教
会
、
あ
る
い
は
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
完
全
に
一
人
で
、
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
が
信
じ
る
の
は
社
会

（society
）
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
社
会
の
強
さ
や
団
結
力
は
、
人
び
と
の
行
う
事
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
り
、
国
家
が
行
う
事
を
通
じ
て

生
じ
る
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
人
び
と
が
行
っ
て
い
る
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
集
団
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
そ
し
て
社
会
を
共
に
結
び
つ

け
る
よ
う
な

│
い
わ
ゆ
る
「
仲
介
集
団
」
の

│
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
た
い
に
か
な
り
複
雑
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
形
で
、
協
同
で
な
さ

れ
て
い
る
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
保
守
党
と
し
て
は
、
社
会
の
存
在
を
信
じ

│
そ
し
て
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
、
即
ち
国
家
権
力
を
中
心
か
ら
周
辺
に
移
そ
う
と
い
う
信
念
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
保
守

主
義
の
テ
ー
マ
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」（
傍
線
引
用
者
）。

こ
れ
に
加
え
て
モ
ー
ド
は
、
欠
陥
の
あ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
改
革
す
る
こ
と
や
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
中
央
支
配
の
排
除
、
そ
の

た
め
の
地
方
重
視
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
市
民
的
責
任
の
再
生
と
共
有
、
社
会
正
義
の
標
榜
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
、

よ
り
よ
い
近
隣
社
会
の
原
動
力
た
る
善
良
な
市
民
た
ち
の
再
組
織
化
、
青
年
層
に
蔓
延
す
る
政
治
不
信
克
服
、
な
ど
の
必
要
性
を
強
調
し

て
い
る

（
37
）

。

こ
の
見
解
を
見
る
と
、
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
の
見
解
を
代
表
す
る
モ
ー
ド
の
提
言
と
、
上
述
し
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
な
い
し

「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
の
何
ら
か
の
共
通
点
に
気
づ
く
。
モ
ー
ド
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
個
人
的
関
係
も
踏
ま
え
る
と
、（
必
ず
し
も
明
ら
か

に
は
な
っ
て
い
な
い
が
）
モ
ー
ド
の
こ
う
し
た
考
え
方
が
、
党
首
就
任
以
前
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。

因
み
に
編
著
者
の
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
は
、
モ
ー
ド
や
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
共
通
す
る
も
う
一
つ
の
立
場
、
即
ち
党
内
「
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」〔
註

（
26
）を
参
照
〕
に
つ
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
よ
り
強
化
し
た
り
、
社
会
正
義
を
達
成
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
国
家
の
利
用
よ
り
も

（
36
）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
利
用
を
さ
ら
に
増
や
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
人
た
ち
」
と
し
つ
つ
も
、「
新
タ
イ
プ
」
の
「
セ
ン
タ
ー
」
は
も
ち

ろ
ん
、
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
の
「
ワ
ン
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
保
守
主
義
者
（
図
2
を
参
照
）
と
も
明
ら
か
に
異
な
る

（
38
）

と
見
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
政
治
家
の
政
治

思
想
、
即
ち
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
関
す
る
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
相
対
的
に
ほ
ぼ
「
セ
ン
タ
ー
」
に
近
い
立
場
か
、

「
セ
ン
タ
ー
」
的
諸
要
素
を
か
な
り
含
む
立
場
に
近
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
支
持
者
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
を
も
標
榜
し
て
い
る
保
守
党
モ
ダ

ナ
イ
ザ
ー
議
員
た
ち
は

│
保
守
党
内
で
は
少
数
派
だ
が

│
二
一
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
・
社
会
の
変
化
に
適
応
す
べ
く
進
化
と
模
索

を
続
け
る
「
さ
ら
に
新
し
い

・

・

・

・

・

・

タ
イ
プ
」
の
セ
ン
タ
ー
保
守
主
義
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

（
39
）

。

Ⅳ
．
む
す
び
に
か
え
て

本
稿
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
が
、
実
際
の
政
策
と
し
て
ど
の
程
度
実
現
し
た
か
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

同
構
想
の
成
否
や
評
価
を
多
面
的
に
検
討
し
た
内
容
で
も
な
い
。
様
々
な
論
じ
方
が
可
能
な
同
構
想
を
、
提
唱
者
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主

義
や
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連
で
捉
え
た
場
合
、
い
か
な
る
位
置
づ
け
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き

か
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
基
本
的
性
格
と
し
て
、
次
期
（
二
〇
一
〇
年
）
総
選
挙
で
の
政
権
奪
回
を
視
野
に
入
れ
た
保

守
党
「
再
ブ
ラ
ン
ド
化
」
戦
略

（
40
）

の
一
環
で
あ
っ
た
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
し
て
は
、
サ
ッ

チ
ャ
リ
ズ
ム
の
特
に
倫
理
面
で
の
類
似
性
や
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
と
の
つ
な
が
り
が
一
部
見
ら
れ
る
点
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

七
三
六



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
一
九
）

し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
本
質
的
に
は
従
来
の
「
大
き
な
政
府
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
」
に
対
す

る
懐
疑
主
義
の
表
明
で
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
今
日
的
「
代
用
品
」
と
し
て
の
特
質
も
備
え
て
い
た
。

同
時
に
、
と
り
わ
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
様
々
な
社
会
（
集
団
）
あ
る
い
は
地
方
と
個
人
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想

は
、
特
に
「
現
代
的
で
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」
と
い
う
側
面
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る

（
41
）

。
さ
ら
に
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
つ
い
て
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
な
か
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「
セ
ン
タ
ー
」
に
近
い
立
場
、
あ
る
い
は
「
さ
ら
に
新
し
い
タ
イ
プ
の
」
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
た
り
評
価
し
た
り
す
る
の
が
、
現

時
点
で
は

│
〝
ベ
ス
ト
〞
で
は
な
い
け
れ
ど
も

│
〝
ベ
タ
ー
〞
だ
と
言
え
る
。

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
で
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
具
体
的
展
開
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い

公
共
」
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
の
類
似
性
や
、「
さ
ら
に
新
し
い
タ
イ
プ
」
の
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
「
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」
に
つ
い
て
も

よ
り
深
く
考
察
す
る
必
要
性
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

（
1
） 

「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
演
説
（the H

ugo Y
oung M

em
orial L

ecture, 10 N
ovem

ber 2009

）
で

正
式
に
表
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
の
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
、
同
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
連
立
政
権
綱
領
な
ど
に
お
い
て
も
、

そ
の
基
本
的
理
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
2
） 

こ
れ
ら
の
代
表
的
な
見
解
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、R

ajiv P
rabhakar, ‘W

hat is the L
egacy of N

ew
 L

abour?’, in S
im

on L
ee and 

M
att B

eech

（eds.

）, T
h

e C
am

eron
 – C

legg G
overn

m
en

t  C
oalition

 P
olitics in

 an
 A

ge of A
u

sterity

（B
asingstoke: P

algrave 

M
acm

illan

）2011.　

永
島
剛
「
イ
ギ
リ
ス
『
大
き
な
社
会
』
構
想
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
論
│
『
福
祉
国
家
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
│
」

『
社
会
関
係
研
究
論
集
』
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
所
収
、＜

w
w
w
.senshu-u.ac.jp/scapital/pdf/07N

agashim
a, sscr2.pdf＞

、
あ
る
い
は

七
三
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
二
〇
）

藤
森
克
彦
「
社
会
動
向
レ
ポ
ー
ト
英
国
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
の
『
大
き
な
社
会
』
と
は
何
か
」
み
ず
ほ
情
報
総
研
レ
ポ
ー
ト
、＜

http://w
w
w
.

m
izuho-ir.co.jp/publication/report/20＞

な
ど
を
参
照
。

（
3
） 
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ヤ
ン
グ
記
念
講
演
は
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
の
所
有
主
ス
コ
ッ
ト
・
ト
ラ
ス
ト
（the S

cott T
rust

）
主
催
に
よ
り
、
一
九
九
八
年

か
ら
同
ト
ラ
ス
ト
の
チ
ェ
ア
マ
ン
を
務
め
二
〇
〇
三
年
に
死
去
し
た
同
紙
上
席
政
治
論
説
委
員
ヤ
ン
グ
（H

ugo Y
oung

）
を
記
念
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
主
要
党
首
講
演
会
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
当
時
で
六
回
目
と
な
る
。

（
4
） ＜

http://w
w
w
.theguardian.com

/politics/2009/nov/10/david-cam
eron-hugo-young-lecture＞

（
5
） 

一
般
に
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
は
「
物
語
」「
説
話
」
な
ど
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
（story

）
の
よ
う
に
創
作
性
の
強
い
架
空
の
話

や
、
人
び
と
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
の
物
語
で
は
な
い
。
む
し
ろ
出
来
事
を
列
挙
し
て
語
る
「
話
」
と
い
う
性
格
が
強
い
場
合
は
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
い

う
言
い
方
が
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
家
の
演
説
や
党
綱
領
の
基
盤
と
な
る
「
説
話
」
に
関
し
て
は
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」
よ
り
も

「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
表
現
の
ほ
う
が
相
応
し
い
と
言
え
よ
う
。

現
代
政
治
集
団
の
団
結
力
や
党
首
の
求
心
力
等
の
促
進
に
お
い
て
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
果
た
す
役
割
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
と
し
て
、

F
rederick M

ayer, N
arrative P

olitics  S
tories an

d
 C

ollective A
ction

（O
xford: O

xford U
niversity P

ress

）2014

が
あ
り
、
例
え
ば

「
政
党
基
本
路
線
の
枠
組
み
づ
く
り
に
お
け
る
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
位
置
づ
け
」
な
ど
は
、
わ
が
国
で
も
、
今
後
注
目
に
値
す
る
研
究
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
6
） ＜

http://w
w
w
.theguardian.com

/politics/2009/nov/10/david-cam
eron-hugo-young-lecture＞

（
7
） D

itto.

（
8
） D

itto.

（
9
） G
reg H

urst, E
m
ily G

osden, C
hris D

avalle and M
atthew

 L
yons

（eds.

）, T
h

e T
im

es G
u

id
e to th

e H
ou

se of C
om

m
on

s 2010

（L
ondon: H

arper C
ollins

）2010, pp. 328-329.

（
10
） Iain D

ale, T
h

e D
iction

ary of C
on

servative Q
u

otation
s

（L
ondon: B

iteback

）2013, p. 362.

（
11
） 

も
っ
と
も
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
が
最
終
的
に
二
〇
一
〇
年
五
月
一
一
日
に
合
意
し
た
「
両
党
連
立
協
定
」
を
見
て
み
る

七
三
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デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
二
一
）

と
、「
大
き
な
社
会
」
に
関
す
る
明
確
な
言
及
は
な
い
。

因
み
に
、
同
連
立
協
定
に
盛
り
込
ま
れ
た
合
意
済
み
政
策
領
域
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
政
府
債
務
の
削
減
、
②
政
府
歳
出
の
見
直
し
│

Ｎ
Ｈ
Ｓ
・
学
校
・
よ
り
公
平
な
社
会
の
実
現
、
③
税
制
、
④
銀
行
改
革
、
⑤
移
民
、
⑥
政
治
改
革
、
⑦
年
金
と
福
祉
、
⑧
教
育
、
⑨
対
Ｅ
Ｕ
関
係
、

⑩
市
民
的
自
由
、
⑪
環
境
。

C
f. C

on
servative L

iberal D
em

ocrat coalition
 n

egotiation
s agreem

en
ts reach

ed
 11 M

ay 2010.

そ
の
理
由
は
、
時
間
の
関
係
に
よ
り
、
同
連
立
協
定
で
は
大
ま
か
な
概
略
・
総
論
的
合
意
の
み
が
最
優
先
目
標
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、

交
渉
開
始
当
初
は
、
両
党
で
合
意
し
に
く
い
政
策
領
域
、
例
え
ば
政
府
債
務
削
減
策
や
対
Ｅ
Ｕ
政
策
、
あ
る
い
は
大
学
授
業
料
問
題
や
選
挙
制
度
改

革
な
ど
に
関
す
る
交
渉
・
合
意
が
優
先
さ
れ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
12
） G

. H
urst et al.

（eds.
）, op. cit., p. 323.

（
13
） ＜

http://w
w
w
.gov.uk./governm

ent/uploads/sys＞

（
14
） D

itto.

（
15
） D

itto.

（
16
） ＜

https://w
w
w
.gov.uk/governm

ent/speeches/big-society-speech＞

　

＜
http://w

w
w
.bbc.co.uk/new

s/uk-10680062＞

（
17
） 

そ
の
後
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
市
は
、
財
政
赤
字
削
減
に
伴
い
政
府
支
出
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、「
大
き
な
社
会
」
の
担
い
手
と
な
る

べ
き
団
体
の
活
動
資
金
も
不
足
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
二
〇
一
一
年
二
月
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
を
辞
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。＜

http://

w
w
w
.clair.or.jp/j/forum

/c_m
ailm

agazine/2＞

な
ど
を
参
照
。

（
18
） ＜
https://w

w
w
.gov.uk/governm

ent/speeches/big-society-speech＞

　

＜
http://w

w
w
.bbc.co.uk/new

s/uk-10680062＞

（
19
） D

itto.

（
20
） D

itto.
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
二
二
）

（
21
） 

「
現
代
的
で
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」
の
主
要
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
本
文
で
言
及
し
た
も
の
以
外
で
は
、「
減
税
は
支
持
す
る
が
、
そ
れ
以

上
に
経
済
的
安
定
を
優
先
す
る
（
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
以
降
、
保
守
党
と
し
て
は
初
め
て
の
言
及
）」
方
針
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
22
） 
こ
こ
で
い
う
「
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
」
と
は
、
当
時
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
を
支
持
し
て
い
た
、
主
と
し
て
Ｂ
（
中
間
管
理
職
）
層
や
Ｃ
1
（
事
務

職
）
層
、
あ
る
い
は
Ｃ
2
（
熟
練
労
働
者
）
層
の
一
部
を
含
む
旧
保
守
党
支
持
層
や
中
道
的
見
解
を
持
つ
有
権
者
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
現
代
型
無
党

派
層
の
大
半
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
「
普
通
」
の
有
権
者
層
全
体
を
指
す
。 

（
23
） I. D

ale, op. cit., pp. 51-53.

（
24
） 

Ibid., p. 54, p. 56.

（
25
） 

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
野
党
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
が
発
表
し
た
党
内
改
革
文
書B

u
ilt to L

ast, T
h

e aim
s an

d
 V

alu
es of th

e 

C
on

servative P
arty

（the C
onservative P

arty

）2006

を
参
照
の
こ
と
。

（
26
） 

か
つ
て
の
ブ
レ
ア
同
様
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
、
自
ら
を
「
党
内
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」
と
称
し
て
い
る
。
因
み
に
、
党
の
「
現
代
化
」、
即
ち
「
モ
ダ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
政
治
環
境
に
上
手
く
適
応
す
る
目
的
で
、
党
組
織
の
目
標
な
ど
を
再
度
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と

を
意
味
す
る
。

（
27
） C

f. P
atrick D

unleavy, “T
he P

olitical P
arties” in P

. D
unleavy, A

ndrew
 G

am
ble, Ian H

olliday and G
illian P

eele

（eds.

）, 

D
evelopm

en
ts in

 B
ritish

 P
olitics 4

（L
ondon: M

acm
illan

）1993, pp. 125-129, pp. 132-133.

（
28
） K

evin H
ickson, “Introduction” in K

. H
ickson

（ed.

）, T
h

e P
olitica

l T
h

ou
gh

t of th
e C

on
serva

tive P
a

rty sin
ce 1945

（B
asingstoke: P

algrave M
acm

illan

）2005, pp. 2-3.

（
29
） 

Ibid., pp. 2-4.

（
30
） M
ark G

arnett, “C
entre” in K

. H
ickson

（ed.

）, op. cit., pp. 51-52.

な
お
、
党
内
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
は
、
例
え
ば
党
内
右
派
の
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
（the C

ornerstone G
roup

）
の
よ
う

に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
見
解
や
政
策
理
念
の
違
い
に
基
づ
き
自
主
的
に
つ
く
ら
れ
た
（
外
部
の
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
も
伴
う
）
議
員
集
団
を
指
す
。

も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
で
は
、
こ
れ
ま
で
党
内
「
派
閥
」（factions

）
と
い
う
よ
り
は
、
も
っ
と
緩
や
か
な
「
傾
向
」（tendencies

）
と
し
て

七
四
〇



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
二
三
）

理
解
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
党
首
の
登
場
（
一
九
七
五
年
）
以
後
は
、
党
内
主
要
人
事
権
を
左
右
す
る
目
的
で
、
従
来
以
上
に

結
束
力
の
強
い
党
内
派
閥
的
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
31
） 

Ibid., p. 52.

（
32
） 

Ibid., p. 58.

ガ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
戦
後
保
守
党
幹
部
議
員
の
な
か
で
も
「
セ
ン
タ
ー
」
に
関
係
が
深
い
主
要
政
治
家
と
し
て
、
ク
ラ
ー
ク
（K

enneth 

C
larke

）、
ピ
ム
（F

rancis P
ym

）、
ギ
ル
モ
ア
（Ian G

ilm
our

）、
ヘ
イ
ル
シ
ャ
ム
卿
（L

ord H
ailsham

）、
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
（W

illiam
 

W
hitelaw

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
特
徴
な
い
し
大
ま
か
な
共
通
点
と
し
て
、
保
守
党
内
に
お
い
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
路
線
に
対
立
す
る
関
係
な
い
し
立
場
に

あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
33
） 

Ibid., p. 64.

（
34
） F

rancis M
aude, “C

entre” in K
. H

ickson

（ed.

）, op. cit., pp. 209-210.

（
35
） 

Ibid., pp. 210-211.

（
36
） 

Ibid., p. 211.

（
37
） 

Ibid., pp. 211-213.

（
38
） K

. H
ickson, “C

onclusion” in K
. H

ickson

（ed.
）, op. cit., p. 220.

（
39
） 

例
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
に
初
当
選
し
た
保
守
党
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
議
員
の
ボ
ー
ル
ズ
（N

ick B
oles

）
は
、
次
期
（
二
〇
一
五
年
）
総
選
挙
に
お

い
て
も
保
守
党
と
自
民
党
と
の
間
で
公
式
の
選
挙
協
定
を
結
ぶ
よ
う
提
案
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
即
断
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
拒

絶
す
る
傾
向
の
強
い
大
多
数
の
保
守
党
右
派
議
員
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
自
民
党
と
の
提
携
継
続
を
重
視
す
る
ボ
ー
ル
ズ
の
よ
う
な

〝
レ
ア
〞
な
保
守
党
政
治
家
な
ど
も
、
本
稿
で
言
う
「
さ
ら
に
新
し
い
タ
イ
プ
」
の
セ
ン
タ
ー
保
守
主
義
者
と
し
て
評
価
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

（
40
） T

im
othy H

eppell, “C
am

eron and L
iberal C

onservatism
: A

ttitudes w
ithin the P

arliam
entary C

onservative M
inisters”, T

h
e 

七
四
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
二
四
）

B
ritish

 Jou
rn

al of P
olitics an

d
 In

tern
ation

al R
elation

s, 15-3, 2013, p. 341.
（
41
） 

こ
の
点
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
が
、
例
え
ば
リ
ー
ズ
大
学
の
エ
リ
ソ
ン
（N
ick E

llison

）
も
、「
大
き
な
社
会
」
と
い
う
考
え
方
に
は
、
相

互
関
連
性
の
強
い
三
つ
の
諸
要
素
、
即
ち
バ
ー
ク
的
（B

urkean

）
保
守
主
義
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
（pragm

atic

）
保
守
主
義
、
思
い
や
り
の

あ
る
（com

passionate

）
保
守
主
義
が
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
て
い
る
。 C

f. N
ick E

llison, “B
ig idea?  V

iew
 from

 the U
K

”.

　

＜
vcoss.org.au/

…/vcoss_insight03_view
_from

_the_uk.pdf＞
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